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播
磨
国
風
土
記
に
お
け
る
品
太
天
皇
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播
磨
国
風
土
記
の
所
出
説
話
を
検
討
し
て
み
て
、
わ
た
く
し
は
、
各
説
話
の

単
位
構
成
字
数
が
最
低
三
十
字
で
、
そ
の
最
低
字
数
を
超
え
て
字
数
が
増
加
す

る
に
従
っ
て
文
学
性
も
増
大
し
て
く
る
と
い
ふ
こ
と
を
考
へ
て
ゐ
る
。
そ
れ
ら

の
説
話
に
は
夫
々
の
書
き
出
し
に
「
昔
」
「
門
口
之
時
」
「
門
口
之
世
（
御
世

は
印
南
・
飾
磨
二
郡
の
み
）
」
「
円
白
御
俗
」
な
ど
と
い
ふ
の
が
見
ら
れ
る
。

い
ま
そ
れ
を
郡
別
に
表
示
す
れ
ば
次
の
如
く
に
な
る
。
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こ
れ
は
説
話
内
容
の
時
代
を
示
す
と
同
時
に
、
例
へ
ば
「
品
太
天
皇
巡
行
之

時
」
と
か
「
品
太
天
皇
之
世
」
な
ど
と
あ
る
場
合
に
は
、
多
く
は
そ
の
説
話
に

お
け
る
主
体
を
も
同
時
に
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

注
「
昔
」
と
あ
る
説
話
に
で
て
く
る
主
体
は
、
大
帯
日
子
命
、
大
部
造
等

始
祖
、
大
汝
命
、
新
羅
国
人
、
但
馬
国
人
、
呉
勝
、
阿
曇
連
百
足
、
大

八

木

毅

兄伊射報和気命などである。「背：：：之世」「北Ui－－－之時」

といふのは各一例が見出されるのみである。「背」は不定時の

過去をさすのを普通としているのだが右の二例の場合には、

ある時点に限定されてくるで為る。

播磨国風土記所見の偉大なる活動主体には、崇神、景行、成務、

仲表、神功皇后、応神、安閥、欽明、仁徳、履仲、仁賢、顕宗、雄

略などのほかに大汝命（葦原志許乎）、伊和大神、天日槍などを挙

げることができる。これらの中、本風土記に五回以上でてゐるもの

を示すと次の如くになってゐる。

命帯突槍
、..／

カ コ 0 0 o.占HO 0 0 0 
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こ
れ
に
よ
っ
て
み
る
に
、
韓
人
の
存
在
は
、
天
日
槍
、
大
汝
命
と
関
聯
し
て

ゐ
る
や
う
で
あ
り
、
讃
容
・
宍
粟
両
郡
で
は
、
品
太
天
皇
と
伊
和
大
神
と
の
間

に
相
互
補
完
的
な
関
係
が
あ
る
や
う
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
や
う
に
し
て
み
る

と
、
本
風
土
記
に
お
い
て
品
太
天
皇
の
占
め
て
ゐ
る
絶
対
的
と
は
言
へ
ぬ
が
圧

倒
的
な
地
位
に
注
目
せ
ず
に
は
を
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
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｜
安
康

「
嗣
附
丁
清
寧

nuに
囲
ん
で
あ
る
も
の
は
本
風
土
記
所
出
の
も
の
。

崇
神
朝
か
ら
仁
徳
・
履
仲
朝
に
か
け
て
は
大
和
朝
廷
の
伸
張
期
に
あ
た
り
、

応
神
天
皇
（
品
太
天
皇
）
は
ま
さ
に
そ
の
中
軸
に
も
比
す
べ
き
存
在
な
の
で
あ

る。
古
事
記
に
お
け
る
品
太
天
皇
は
、
品
陀
和
気
命
と
書
き
あ
ら
は
さ
れ
て
ゐ

る
。
そ
し
て
皇
后
・
皇
妃
と
皇
子
女
と
を
挙
げ
て
こ
の
天
皇
の
御
子
た
ち
二
十

六
玉
男
王
十
一
女
王
十
五
（
実
際
は
男
王
十
二
だ
か
ら
二
十
七
王
で
あ
る
）
と

し
、
そ
の
多
き
を
た
た
へ
て
ゐ
る
。
記
に
お
い
て
は
景
行
天
皇
の
八
十
王
と
あ

る
の
に
次
い
で
多
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
五
十
九
王
は
「
記
さ
ざ
る
」
王

J主

で
あ
っ
て
、
「
録
せ
る
は
廿
一
王
」
で
あ
る
か
ら
、
品
太
天
皇
は
皇
子
女
の
多
さ

に
お
い
て
み
た
だ
け
で
も
す
で
に
専
制
王
権
を
と
る
英
雄
と
し
て
の
条
件
を
百
六

へ
て
ゐ
た
と
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
記
は
皇
子
女
の
系
譜
に
つ
e
つ
い
て
、
大
山

守
命
と
大
雀
命
、
字
遅
和
紀
郎
子
三
皇
子
の
聞
に
お
け
る
皇
位
継
承
争
ひ
の
伏

線
的
な
説
話
を
語
り
、
以
下
近
江
行
幸
、
宮
主
矢
河
校
比
売
、
髪
長
比
売
、
吉

野
国
主
、
大
陸
か
ら
の
文
化
渡
来
、
大
山
守
命
の
反
逆
な
ど
、
歌
謡
を
伴
っ
た

形
の
説
話
と
し
て
語
っ
た
後
、
天
の
日
矛
説
話
が
秋
山
下
氷
壮
夫
・
春
山
霞
壮

夫
の
嬬
争
ひ
詩
を
伴
っ
て
語
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
は
、
品
太

天
皇
を
積
極
的
に
英
雄
化
し
よ
う
と
意
図
し
て
ゐ
る
と
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
殆

ん
ど
な
い
ゃ
う
で
あ
る
。
こ
の
や
う
な
古
事
記
の
叙
述
に
対
し
て
、
日
本
書
紀

の
方
で
は
ど
う
か
と
い
ふ
に
、
誉
回
天
皇
と
書
き
あ
ら
は
し
、
皇
后
・
皇
妃
と

皇
子
女
と
を
挙
げ
て
「
凡
て
是
の
天
皇
の
男
女
供
せ
て
廿
王
（
実
際
は
十
九

王
）
」
で
記
よ
り
ず
っ
と
少
く
な
っ
て
ゐ
る
の
に
、
そ
れ
に
つ
づ
く
記
事
に
お

あ

ま

あ

づ

ム

の

む

ら

じ

い
て
は
①
東
の
蝦
夷
が
悉
く
朝
貢
し
た
こ
と
、
②
海
人
を
統
一
し
、
安
公
連

み
ニ
と
も
ち

を
そ
の
宰
た
ら
し
め
た
こ
と
、
③
百
済
に
対
す
る
干
渉
、
④
山
守
部
を
定
め

た
こ
と
、
⑤
高
麗
・
百
済
・
任
那
・
新
羅
の
来
朝
、
⑥
新
羅
の
討
伐
、
⑦
吉
野

国
機
の
朝
服
な
ど
、
諸
族
の
帰
伏
が
記
述
せ
ら
れ
、
さ
ら
に
天
皇
の
業
績
と
し

て
、
①
巨
船
「
枯
野
」
の
建
造
、
②
韓
人
池
の
築
造
、
③
大
陸
文
化
の
摂
取
、

阿
直
岐
の
来
朝
、
④
淡
路
か
ら
吉
備
に
か
け
て
の
大
遊
猟
、
⑤
諸
国
が
一
時
に

五
百
の
船
を
貢
っ
て
、
武
庫
の
水
門
に
集
結
し
た
こ
と
な
ど
、
こ
れ
ら
は
帝
主

と
し
て
の
大
事
業
を
成
就
し
た
偉
大
な
存
在
と
し
て
讃
仰
す
る
心
を
も
っ
て
記

さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

右
に
よ
っ
て
み
れ
ば
口
問
太
天
皇
の
人
間
像
は
記
よ
り
も
紀
に
お
い
て
、
よ
り

偉
大
化
、
英
雄
化
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
言
へ
る
で
あ
ら
う
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

〈
〉
記
紀
共
通
に
日
間
太
天
皇
を
体
大
化
し
て
い
る
例
は
、
皇
子
女
の
他

13 



に
、
例
へ
ば
日
向
の
髭
長
媛
を
召
さ
れ
た
の
に
皇
子
大
飼
嫡
尊
が
恋
怖

を
抱
か
れ
た
時
の
天
皇
の
態
度
に
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

古
事
記
・
日
本
書
紀
と
も
に
そ
の
本
文
に
お
い
て
は
、
品
太
天
皇
が
播
磨
固

に
行
幸
せ
ら
れ
た
こ
と
を
記
し
て
ゐ
な
い
が
、
日
本
書
紀
（
応
神
紀
十
三
年
）

で
は
髪
長
媛
の
記
事
に
「
一
云
」
と
し
て
、
諸
県
君
牛
が
女
の
髪
長
媛
の
一
行

を
伴
っ
て
播
磨
国
加
古
の
水
門
に
ま
で
来
た
の
を
、
折
し
も
淡
路
に
遊
猟
中
で

あ
っ
た
品
太
天
皇
が
見
つ
け
ら
れ
て
、
加
古
の
水
門
に
迎
へ
の
使
を
や
ら
れ
て

ゐ
る
が
、
こ
の
時
、
御
船
が
播
磨
国
に
寄
港
し
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
そ
の
こ

と
は
記
さ
れ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
播
磨
国
風
土
記
に
お
い
て
は
、
さ
き
に
表
示
し
た
如
く
、
品
太
天

皇
は
所
出
回
数
に
お
い
て
ま
さ
に
第
一
位
を
示
し
て
ゐ
る
ば
か
り
で
な
く
、
以

下
に
お
い
て
判
明
す
る
で
あ
ら
う
や
う
に
、
夫
々
の
説
話
内
容
の
時
代
を
示
す

と
と
も
に
、
そ
の
殆
ん
ど
に
お
い
て
説
話
の
主
格
と
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
本
風
土
記
に
お
け
る
品
太
天
皇
の
所
出
記
事
を
列
挙
し
よ
う
。

，，，， 

アコカカ
サ大チ幣ヤヤ
7 立丘
丘
時品品品品；品
：太太太太 i太
i天天天天天

暴貴量皇皇巡巡
但之幣行行
馬地地之之
巡形祇時時
行勅
之云
天天天天天
皇皇皇皇皇
ののののの
支遍行行行面行
革為為為草為
覧覧

郡

里

冒

頭

形

式

記
事
内
容

磨南古

マ
サ
キ

II ，， 

意
119 
重
114 

③ 
123 
亙問

⑬ 
137 

⑪ 
138 

⑫－

m一杭一

⑬ 
157 

。
165 
@ 
167 
⑬ 
177 
@ 

186 
証言
196 
@ 

197 
⑧ 
198 

重二重
221206 

一大野
一
砥
掛

一
少
削
瀬

l
l
 

一5
則
馬
野
品
太
天
皇
此
野
狩
時

一
け
バ
ノ
品
太
天
皇
巡
行
之
時

一
ア
ヤ
ベ
品
太
天
皇
従
山
方
孝
行
之
－
L

：

ア

ヒ

ノ

一

時

一

従

臣

等

が

主

絡

↑訳出川
7
間

太

天

皇

一

天

皇

の

行

為

保
一
郡
一
一
刀
島
了
間
太
天
皇
？
皇
の
行
為
〔
狩
〕

一

香

山

一

一

：

↑
佐
々
村
一
品
太
天
皇
巡
行
一
天
皇
の
行
為

一F
ル
ス

l
一
品
太
天
皇
巡
行
之
時
一
沃
皇
の
行
為
（
に
閲

一

金

箭

日

一

一

茸

）

〔

狩

〕

一F
L
U
和
山
一
品
太
天
皇
之
世

τ然
現
象

一

上

岡

一

一

：

一
菅
生

τ
云
品
太
天
皇
巡
行
之
時
一
天
皇
の
行
為

一
林
畑
尾
阜
一
品
太
天
皇
巡
行
之
時

一
邑
浦
一
家
一
品
太
天
皇
巡
行

一
邑
智
駅
家
一
品
太
天
皇

一
泳
山
一

一
邑
桝
榔
一
時
一
品
太
天
皇

一
麻
打
一

一
意
比
川
一
品
太
天
皇
之
世

一
枚
妨
旭
山
一
品
太
天
皇

II ，， ，， ，， ，， II ，， ，， ，， ，， II ，， ，， ，， ，， ，， 

14 

品
太
天
皇
之
世

社
会
現
象

品
太
天
皇
登
於
夢
前
丘
而
一
天
皇
の
行
為

望

見

者

：

：

：

〔

地

状

卑

覧

〕

天
皇
の
行
為
〔
狩
〕

天
皇
の
行
為
〔
地
状
製
覧
〕

天
皇
の
行
為

天
皇
の
行
為
〔
地
状
望
覧
〕

天
皇
の
行
為

天
皇
の
行
為
〔
狩
〕

出
雲
御
蔭
大
神
暴
虐

を
天
皇
が
和
ら
げ
し

め
た
。
天
皇
の
行
為
〔
地
状
望
覧
〕



扇~＠ R厨
276 262 247 227 226 225 

＠ 
402 
重扇皇

制

事
415 

一宣二電二豆J
442 441 416 

託
II 

枚
方
塁
品
太
天
皇

御
立
阜
一

大
家
口
問
太
天
皇
巡
行
之
時

大
家
一
品
太
天
皇

大
法
山
一

石
海
一
品
太
天
皇
之
世

酒
井
野
一

浦
上
一
品
太
天
皇
之
世

神
島

萩
原鈴
喫

桑
原

，， ，， ，， ，， ，， ，， 

前禾容

生
野

，， 

川
辺勢
賀

多
馳

II 

品
太
天
皇
之
世

天
皇
の
行
為
〔
地
状
望
覧
〕

天
皇
の
行
為

天
皇
の
行
為

天
皇
の
行
為

天
皇
の
（
国
事
）
行
為

（
に
関
連
）

天
皇
の
行
為
〔
狩
〕

品
太
天
皇
御
立
於
槻
折
山
一
天
皇
の
行
為

望

覧

之

時

〔

地

状

望

覧

〕

品
太
天
皇
勅
云

品
太
天
皇

天
皇
の
行
為

天
皇
の
行
為
〔
狩
〕

品
太
天
皇
巡
行
之
時
勅
云
一
天
皇
の
行
為

社
会
現
象

，， 

多
馳
一
品
太
天
皇
御
俗

（一云）一

際
山
一
品
太
天
皇

，， 
賀

蔀一一蔀一雇際
鈴麻比麻布山
姻也理
山山村

品品爾
太太除
天天道
皇皇刃
巡狩鈍

2益員
時山云

II ，， 

天
皇
の
行
為（
に
関
連
）

天
皇
の
行
為

天
皇
の
行
為
〔
狩
〕

天皇の行為〔狩〕

@ (!§) GI§) ⑬ ~3）~＿~＠＠~＠ 
491 481 471 467 466 458 456 448 447 444 

美 カ，、昭 II ，， ，， 
型躍 毛

税i 起伎備品修修上郡阿部都都
小松自勢須民〔遅靖i鹿布 鴨 名多麻目麻伊麻
目 死美尚i n下 下 加古Ii 夜
野 fl；野村 111 鴨 野田丘

互量互五重量霊皇室竜王

1~ ~露 2 ~ ~ ~当 Z
狩狩 狩£狩

関

行
数
は
、
三
条
西
家
本
（
天
理
図
書
館
蔵
・
古
典
保
存
会
複
製
本
）
に
よ
る
。

右
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
の
は
、
賀
古
・
印
南
・
讃
容
・
宍
禾
・
美
褒
の
五
郡

に
は
口
問
太
天
皇
の
所
出
記
事
が
な
い
こ
と
。
所
出
記
事
の
あ
る
郡
の
内
、
海
辺

部
飾
磨
・
揖
保
の
夢
前
川
流
域
・
揖
保
川
下
流
ニ
郡
で
は
さ
き
に
挙
げ
た
や
う

な
多
く
の
天
皇
が
競
合
す
る
の
に
対
し
て
、
山
間
部
、
す
な
は
ち
加
古
川
・
市

川
の
上
流
神
前
・
託
賀
・
賀
毛
三
郡
で
は
、
品
太
天
皇
独
走
の
観
が
あ
る
こ

と
。
他
の
天
皇
の
場
合
に
は
、
そ
の
治
世
を
示
す
に
週
き
ぬ
場
合
も
多
い
が
、

品
太
天
皇
の
場
合
は
、
そ
の
殆
ん
ど
が
、
所
出
記
事
の
主
体
と
な
っ
て
活
動
し
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て
ゐ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

し
か
し
て
右
の
四
十
七
項
中
、
地
状
を
望
覧
せ
ら
れ
た
と
い
ふ
も
の
十
、
狩

猟
記
事
が
十
三
為
っ
て
、
両
者
あ
は
せ
る
と
ほ
ぼ
全
項
の
半
数
に
な
る
。
そ
し

て
こ
れ
ら
と
相
重
な
る
の
だ
が
巡
行
記
事
は
全
記
事
の
半
ば
以
上
に
及
ぶ
の
で

あ
る
。
と
い
ふ
よ
り
は
「
品
太
天
皇
之
世
」
と
治
世
の
表
示
に
の
み
用
ひ
た
場

合
（
こ
の
場
合
で
も
天
皇
が
行
為
の
主
体
に
な
っ
て
ゐ
る
場
合
が
あ
る
）
以
外

の
品
太
天
皇
の
所
出
記
事
は
、
す
べ
て
「
巡
行
説
話
」
で
あ
る
と
い
ひ
う
る
の

で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
「
巡
行
説
話
」
を
特
色
．
つ
け
て
ゐ
る
も
の
は
「
狩
猟
説
話
」
で

あ
る
。
播
磨
国
風
土
記
中
に
は
十
七
項
の
狩
猟
記
事
の
所
見
が
あ
る
。
そ
れ
ら

の
う
ち
に
お
い
て
、
品
太
天
皇
の
主
体
と
な
っ
て
ゐ
る
も
の
が
、
十
三
に
ま
で

及
ん
で
ゐ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
品
太
天
皇
自
身
に
農

耕
的
・
定
着
的
な
要
素
が
な
く
、
中
央
支
配
権
者
的
性
格
が
認
め
ら
れ
て
ゐ
た

か
ら
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
記
地
状
望
覧

記
事
の
主
体
と
な
っ
て
ゐ
る
こ
と
と
考
へ
あ
は
せ
て
も
首
肯
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ

が
あ
ら
う
。

冒
頭
に
「
品
太
天
皇
之
世
」
と
あ
る
も
の
の
う
ち
⑬
は
鳩
に
似
た
、
名
の
知

れ
な
い
鳥
が
あ
る
時
期
に
住
む
と
い
ふ
こ
と
。
＠
隻
ひ
の
鴨
が
ゐ
て
そ
れ
が
栖

を
作
り
、
卵
を
生
ん
だ
と
い
ふ
こ
と
の
二
つ
は
、
い
づ
れ
も
鳥
類
に
か
か
は
る

地
名
説
明
で
あ
っ
て
、
同
様
な
鳥
類
に
か
か
は
る
話
は
肥
前
国
風
土
記
、
養
父

郡
鳥
機
郷
に
、
「
誉
回
天
皇
之
世
」
の
こ
と
と
し
て
、
養
ひ
馴
ら
し
た
鳥
を
朝

廷
に
貢
上
し
た
と
い
ふ
記
事
が
あ
る
。
記
事
内
容
と
、
品
太
天
皇
と
は
直
接
の

関
係
が
な
い
の
で
あ
る
が
、
⑬
も
＠
も
、
と
も
に
そ
の
前
や
後
に
品
太
天
皇
の

狩
猟
記
事
が
あ
っ
て
、
そ
れ
と
の
結
び
つ
き
を
考
慮
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
記

事
の
主
体
が
ロ
問
太
天
皇
で
な
い
場
合
と
し
て
は
他
に
社
会
現
象
を
記
し
た
も
の

と
し
て
挙
げ
た
二
項
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
⑥
の
川
岸
の
道
路
工
事
の
折
に
砥

を
掘
り
出
し
た
こ
と
、
も
う
一
つ
は
＠
の
百
済
人
が
移
住
し
て
き
た
と
い
ふ
こ

の
こ
つ
で
あ
る
。

口
問
太
天
皇
の
偉
大
は
そ
の
母
に
ま
す
息
長
帯
比
売
の
三
韓
調
伏
に
負
ふ
と
こ

ろ
が
大
き
い
。
品
太
天
皇
の
世
に
新
羅
国
の
女
神
が
亡
命
し
て
き
て
筑
紫
か
ら

摂
津
国
の
比
売
嶋
に
住
っ
た
こ
と
（
逸
文
摂
津
国
風
土
記
、
万
葉
集
註
釈
所

引
）
や
、
＠
の
新
経
の
客
が
「
来
朝
」
し
た
こ
と
、
＠
百
済
人
の
参
来
の
記
事

な
ど
は
い
づ
れ
も
こ
の
こ
と
に
か
か
は
り
な
し
と
は
し
難
い
で
あ
ら
う
。

品
太
天
皇
の
英
雄
化
と
い
ふ
こ
と
は
、
古
事
記
に
お
い
て
は
と
り
た
て
て
言

ふ
べ
き
も
の
を
見
な
い
が
、
日
本
書
紀
で
は
国
力
拡
張
に
活
躍
し
た
帝
王
と
し

て
の
記
事
が
か
な
り
多
く
載
せ
ら
れ
、
か
か
る
朝
史
の
口
問
太
天
皇
観
を
裏
付
け

る
野
史
的
な
面
を
も
つ
の
が
揺
磨
国
風
土
記
で
あ
る
。
そ
し
て
品
太
天
皇
を
思

ふ
存
分
に
海
辺
・
山
間
の
五
郡
に
わ
た
っ
て
巡
行
、
活
躍
せ
し
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
播
磨
国
風
土
記
中
、
第
一
の
英
雄
を
誕
生
せ
し
め
え
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
て
こ
の
や
う
な
品
太
天
皇
観
が
、
播
磨
国
に
ど
の
や
う
に
し
て
発
生

し
、
伝
来
し
、
記
述
せ
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
の
詳
細
に
つ
い
て
は
判
明
し
な

い
。
品
太
天
皇
が
全
然
出
て
来
な
い
郡
の
あ
る
こ
と
も
面
白
い
。
一
部
に
言
は

れ
る
よ
う
な
国
造
家
の
国
記
が
風
土
記
の
資
料
だ
っ
た
と
す
る
説
に
は
わ
た
く

し
は
賛
否
を
明
ら
か
に
す
べ
き
確
証
を
も
た
な
い
が
、
郡
と
郡
と
の
聞
の
、
あ

る
時
期
に
お
け
る
連
繋
の
状
況
を
、
そ
の
こ
と
は
示
し
て
ゐ
る
か
も
知
れ
ぬ
と

い
ふ
程
度
の
こ
と
な
ら
ば
言
っ
て
も
よ
さ
さ
う
で
あ
る
。

｜
｜
愛
知
県
立
女
子
大
学
助
教
授
｜
｜
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